
図面番号：

株式会社　鶴　弥

屋根材名称

図面名称

軒先

【屋根部位】
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軒先メタル(73×60)

ステンレススクリュー釘#14×32mm（軒先メタル固定用）455mmピッチ

広小舞（45×120）

桟木15×30以上（防腐処理材）

縦桟（水抜き機能が桟木、ルーフィングにある場合は必要なし）

パーライトモルタル　厚み40mm

ステンレスリング釘#14×50mm（桟木固定用）455mmピッチ

ＲＣスラブ木枠90×30

備考:この図はルーフィングより上の屋根材の納まり例です。屋根構造及び屋根下地材の施工方法を示すものではありません。

陶器製防災平板瓦　スーパートライ110スマート

F形SM-RC1-軒-1
83※

２

耐風Ｌ釘Ｌ－３８　１本／軒先桟瓦１枚

で調節することが出来ます。※２野地板から瓦表面までの最高高さを示しています。（野地板から桟木下端までの高さは5mmとしています。）

改質アスファルトルーフィング

ハイブリッドリング釘#13×68mm　１本／桟瓦１枚

スーパートライスマート桟瓦

ハイブリッドリング釘#13×68mm
２本／軒先桟瓦１枚
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※１軒先２段目以降の働き長さは、寄棟屋根（廻隅瓦）では4.0寸勾配275mm、4.5寸勾配280mm、5.0寸勾配285mmとなります。切妻屋根では260～285mmの範囲


